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河
内
名
所
図
会
を
あ
る
く
⑥
〜
聖
徳
太
子
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て
〜

に
は
、
聖
徳
太
子
の
遺
髪
が
植
え
ら

れ
た
と
伝
わ
る
植
髪
太
子
像
（
秘
仏
）

の
本
尊
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
阪

府
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
四
天

王
像
や
如
意
輪
観
音
像
な
ど
も
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
寺
の
門

前
を
東
西
に

通
じ
る
道
沿

い
に
は
、
物

部
守
屋
と
の

戦
い
に
関
係

す
る
史
跡
と

し
て
「
守
屋
池
」（
首
洗
池
）
や
一
本

松
が
植
え
ら
れ
た
物
部
守
屋
の
墓
が

描
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
文
中
に
は
守

屋
と
の
戦
い
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
は
、

聖
徳
太
子
が
没
し
て
か
ら
１
４
０
０

年
を
迎
え
る
年
で
す
。
江
戸
時
代
の

人
々
の
よ
う
に
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の

地
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
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飛
鳥
時
代
、聖
徳
太
子（
厩う

ま
や
ど
の戸

皇
子
）

は
、
百
済
か
ら
伝
わ
っ
た
ば
か
り
の

仏
教
を
広
め
ま
し
た
。
そ
の
没
後
、

日
本
の
仏
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
人
物
と
し
聖
徳
太
子
を
信
仰
す
る
、

い
わ
ゆ
る
太
子
信
仰
が
盛
行
し
ま
す
。

江
戸
時
代
の
太
子
信
仰
を
、
江
戸
時

代
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
河
内
名

所
図
会
』（
以
下
『
図
会
』）
か
ら
み

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

図
会
に
は
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の

「
河
内
三
太
子
」
と
呼
ば
れ
る
太
子
町

に
あ
る
叡え

い

福ふ
く

寺じ

（
上
の
太
子
）、
羽
曳

野
市
に
あ
る
野や

中ち
ゅ
う

寺じ

（
中
の
太
子
）、

そ
し
て
本
市
に
あ
る
大だ

い

聖し
ょ
う

勝し
ょ
う

軍ぐ
ん

寺じ（
下

の
太
子
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
子
堂
３
丁
目
に
あ
る
、
聖
徳
太
子

が
物
部
守
屋
と
の
戦
い
の
後
に
建
立

し
た
と
さ
れ
る
大
聖
勝
軍
寺
は
、
挿

し
絵
つ
き
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
江

戸
時
代
の
境
内
の
様
子
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。

　

境
内
中
央
に
は
聖
徳
太
子
が
戦
い

の
時
に
身
を
隠
し
た
と
い
う
、
お
寺

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
神し

ん

妙み
ょ
う

椋む
く

の
木き

」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
境

内
正
面
に
向
か
っ
て
左
側
の
太
子
堂

▲大聖勝軍寺の挿し絵


